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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,411 14.7 335 23.0 339 19.4 218 △8.9
22年3月期第2四半期 2,102 △8.8 272 132.7 284 119.2 239 308.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3,460.38 3,448.67
22年3月期第2四半期 7,664.86 7,615.24

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,056 5,257 86.8 83,343.85
22年3月期 5,875 5,133 87.4 162,776.76

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,257百万円 22年3月期  5,133百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 3,000.00 3,000.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
0.00 1,500.00 1,500.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 11.8 800 29.5 800 25.4 450 5.3 7,134.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成22年４月１日付をもって普通株式１株につき２株の割合で株式分割しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商 
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 63,088株 22年3月期  31,536株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 63,082株 22年3月期2Q 31,241株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、政策効果や海外経済の改善などを背景に、景気が持ち直し

ていくことが期待されるものの、依然として失業率が高水準にあるなど、厳しい状況でありました。   

 このような経済環境のもと、国内自動車市場は、平成21年４月１日より導入された「環境性能に優れた自動車に

対する自動車重量税・自動車取得税の特例措置」（いわゆるエコカー減税）により、新車の販売台数が平成21年８

月度以降において前年同月を上回る等、回復しつつあり、他方、広告市場は、自動車・関連品におけるマスコミ四

媒体に対する広告出稿が、一部の広告媒体に回復の兆しがみられるものの、依然、前年度を下回る状況が続き、厳

しい環境でありました。社団法人日本自動車販売協会連合会の発表によると、平成22年４月から９月の登録車（排

気量660cc超）の新車販売台数は累計で約167万台（前年比119.9％）、軽自動車（排気量660cc以下）の販売台数は

累計で約86万台（前年比111.1％）となり、新車販売全体として、前年度を上回る水準になりましたが、中古車の

登録台数は、平成22年４月から９月において累計で約190万台（前年比99.6％）となり、エコカー減税などの新車

購入支援策で、中古車に対する割安感が薄れたことが影響し、大幅に減少した前年度に引き続き、低水準で推移し

ました。また、中古車輸出市場は、平成22年４月から８月の輸出台数は累計で約37万台（前年比133.2％）とな

り、急激に減少した前年度を上回る水準で推移し、回復しつつあります（日本中古車輸出業共同組合調べ）。  

  当社グループは、このような事業環境において、当第２四半期連結会計期間も、「クルマ」に特化した専門性の

高いインターネットメディア事業を展開し、自動車総合ウェブサイト「carview.co.jp」、ソーシャル・ネットワ

ーキング・サービス（ＳＮＳ)「みんなのカーライフ」(通称 みんカラ)、世界的に中古車の流通を支援するウェ

ブサイト「tradecarview.com」の３つのウェブサイトにおけるインターネットメディアとしての価値の向上、当社

グループが提供するインターネット広告サービスを利用する事業者の開拓及び事業者間ネットワークの構築を中心

に事業を進めてまいりました。  

 当社グループの主力サービスである「中古車査定仲介サービス」、「トレードカービュー車両掲載サービス」等

のサービスをひとつにまとめたパッケージプランを導入し、事業者の新規開拓を進めるとともに、既存事業者を含

めた事業者全体の利便性の向上を図ったことにより、サービス利用事業者数が増加しました。平成22年５月度よ

り、海外事業における新サービス「PayTrade」の提供開始、さらに、平成22年８月度より、「tradecarview.com」

における広告掲載サービスにおいて新料金体系を導入する等、当社グループ全体の収益力の向上に努めるととも

に、ＳＮＳ事業における新サービス等に対する先行投資を進めた結果、営業費用は増大しながらも、利益率の高い

事業が成長したことから、売上高、経常利益、四半期純利益ともに、堅調に推移しました。 

 他方、インターネットメディアとして、平成22年９月度の「carview.co.jp」及び「みんカラ」並びに

「tradecarview.com」の月間総ページビュー数は、約５億3831万ページビュー(前年同月比0.7％増）となりまし

た。 

 これらの結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高1,228,524千円（前年同四半期比15.9％増）、経常

利益181,929千円（前年同四半期比4.7％増）、四半期純利益105,467千円（前年同四半期比5.0％増）となりまし

た。 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（国内事業） 

当第２四半期連結会計期間における国内事業は、主要サービスである「中古車査定仲介サービス」の当第２四半

期連結会計期間の利用者数の合計が約91千人（前年同四半期比8.3％増）と増加しながらも、一方で、契約条件の

変更による収益性の低下及び利用者数の減少により「自動車保険仲介サービス」に係る売上高が大幅に減少したこ

とにより、売上高及び営業利益は減少しました。以上の結果、当第２四半期連結会計期間の国内事業の業績は、売

上高721,875千円、営業利益132,594千円となりました。 

  

（海外事業） 

当第２四半期連結会計期間における海外事業は、広告媒体である「tradecarview.com」における主要サービスで

ある「トレードカービュー車両掲載サービス」を利用する事業者数が堅調に推移し、また、平成22年５月度より提

供を開始した「PayTrade」サービス、平成22年８月度における新料金体系の導入等が寄与し、売上高及び営業利益

は大幅に増加しました。以上の結果、当第２四半期連結会計期間の海外事業の業績は、売上高280,968千円、営業

利益126,251千円となりました。 

  

（広告事業）  

当第２四半期連結会計期間における広告事業は、自動車関連のナショナルクライアントにおける広告出稿が著し

く抑制される厳しい状況において、「タイアップ企画型広告掲載サービス」の企画内容の充実やイベントと連動し

た広告掲載サービスを展開する等、企画広告の品質と価値の向上に努めましたが、売上高は伸び悩み、また、コン

テンツ関連への投資を行ったため、営業費用が増加したことから、売上高及び営業利益は減少しました。以上の結

果、当第２四半期連結会計期間の広告事業の業績は、売上高108,824千円、営業利益27,765千円となりました。 

  

（ＳＮＳ事業）  

当第２四半期連結会計期間におけるＳＮＳ事業は、「クルマ」に関する専門性や地域性の高い消費者発信型メデ

ィアである「みんカラ」の価値を向上させるとともに、「みんカラ＋（プラス）」を中心とした広告サービスを提

供することにより、新たにパーツ等の自動車用品事業者の開拓を進めた結果、売上高は堅調に推移しましたが、新

サービス等に対する先行投資を進めた結果、営業費用は増加しました。以上の結果、当第２四半期連結会計期間の

ＳＮＳ事業の業績は、売上高149,406千円、営業利益89千円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、4,778,604千円(前

年同四半期比373,956千円増)となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は、次のとおりであります。

  

（営業活動のキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は、342,606千円(前年同四半期比132,013千円増)となりました。これは、主に税金

等調整前四半期純利益181,643千円の計上、「PayTrade」サービスの開始に伴う預り金の増加によるその他負債の

増加134,159千円によるものであります。 

  

（投資活動のキャッシュ・フロー） 

 投資活動に使用した資金は、210,862千円(前年同四半期比193,081千円増)となりました。これは、有形固定資産

の取得による支出153,640千円、無形固定資産の取得による支出40,099千円、差入保証金の差入による支出17,122

千円によるものであります。 

  

（財務活動のキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は、3,994千円(前年同四半期比9,934千円増)となりました。これは、配当金の支払

額3,994千円によるものであります。  



  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の業績予想につきまして、平成22年10月22日付で修正をしております。 

 当第２四半期連結累計期間におきまして、「tradecarview.com」を通じて中古車輸出支援サービスを展開する海外

事業での新サービス「PayTrade」の提供開始、料金体系の変更等の効果により、売上高が堅調に推移し、営業利益、

経常利益ともに平成22年３月期決算短信でお知らせした業績予想を上回りました。また、四半期純利益につきまして

も、営業利益の増加及び評価性引当金の回収可能性の見直しに伴う繰延税金資産の計上により、業績予想を上回った

ことにより、修正しております。 

 なお、第３四半期以降につきましては、当社の属するインターネット業界は事業環境の変化が激しいことを鑑み、

修正は行わないものとしております。 

  

 ※詳細につきましては、平成22年10月22日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  当第２四半期連結会計期間において、該当事項はありません。 

  

２．特有の会計処理 

  当第２四半期連結会計期間において、該当事項はありません。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。   

  

・表示方法の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26

日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年

３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,778,604 4,722,010

売掛金 600,455 679,276

仕掛品 13,517 14,909

前払費用 31,419 70,895

繰延税金資産 126,723 110,542

その他 66,697 4,947

貸倒引当金 △96,428 △103,323

流動資産合計 5,520,988 5,499,258

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 58,223 24,849

機械装置及び運搬具（純額） 51,767 －

工具、器具及び備品（純額） 62,722 54,026

有形固定資産合計 172,713 78,876

無形固定資産   

商標権 44,997 47,048

ソフトウエア 157,169 138,779

その他 40,474 6,568

無形固定資産合計 242,641 192,396

投資その他の資産   

繰延税金資産 17,432 12,731

差入保証金 103,064 92,675

投資その他の資産合計 120,496 105,406

固定資産合計 535,851 376,679

資産合計 6,056,839 5,875,937



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 155,872 209,168

未払金 117,869 88,134

未払費用 104,650 92,891

未払法人税等 135,122 209,763

未払消費税等 10,128 26,804

その他 246,149 115,846

流動負債合計 769,794 742,609

固定負債   

資産除去債務 29,047 －

固定負債合計 29,047 －

負債合計 798,842 742,609

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,570,232 1,569,737

資本剰余金 1,706,394 1,705,899

利益剰余金 1,981,370 1,857,690

株主資本合計 5,257,996 5,133,327

純資産合計 5,257,996 5,133,327

負債純資産合計 6,056,839 5,875,937



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,102,222 2,411,450

売上原価 948,208 1,006,733

売上総利益 1,154,013 1,404,717

販売費及び一般管理費 881,355 1,069,381

営業利益 272,657 335,335

営業外収益   

受取利息 7,241 3,454

その他 5,492 2,201

営業外収益合計 12,734 5,655

営業外費用   

為替差損 1,180 1,650

その他 － 12

営業外費用合計 1,180 1,662

経常利益 284,211 339,329

特別損失   

固定資産除却損 43 629

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,805

特別損失合計 43 13,434

税金等調整前四半期純利益 284,167 325,894

法人税、住民税及び事業税 108,883 128,487

法人税等調整額 △64,311 △20,881

法人税等合計 44,571 107,606

少数株主損益調整前四半期純利益 － 218,287

四半期純利益 239,595 218,287



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,060,200 1,228,524

売上原価 460,402 489,101

売上総利益 599,797 739,423

販売費及び一般管理費 431,780 559,383

営業利益 168,016 180,039

営業外収益   

受取利息 3,369 1,609

還付加算金 1,467 －

その他 1,699 1,124

営業外収益合計 6,536 2,733

営業外費用   

為替差損 867 844

営業外費用合計 867 844

経常利益 173,685 181,929

特別損失   

固定資産除却損 43 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 285

特別損失合計 43 285

税金等調整前四半期純利益 173,642 181,643

法人税、住民税及び事業税 96,623 96,303

法人税等調整額 △23,471 △20,127

法人税等合計 73,152 76,176

少数株主損益調整前四半期純利益 － 105,467

四半期純利益 100,490 105,467



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 284,167 325,894

減価償却費 49,998 49,596

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,907 △6,894

受取利息及び受取配当金 △7,241 △3,454

為替差損益（△は益） 1,180 1,650

固定資産除却損 43 629

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12,805

売上債権の増減額（△は増加） 58,830 78,821

たな卸資産の増減額（△は増加） 221 1,392

その他の資産の増減額（△は増加） △70,966 42,988

仕入債務の増減額（△は減少） △50,865 △53,295

未払金の増減額（△は減少） △5,775 △3,852

未払消費税等の増減額（△は減少） 9,249 △16,675

その他の負債の増減額（△は減少） 14,127 138,901

小計 288,876 568,506

利息及び配当金の受取額 6,058 3,123

法人税等の支払額 △6,587 △199,967

法人税等の還付額 53,355 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 341,703 371,662

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,001 △162,065

無形固定資産の取得による支出 △18,823 △48,290

差入保証金の差入による支出 － △20,122

差入保証金の回収による収入 － 9,733

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,824 △220,744

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 6,380 989

配当金の支払額 － △93,663

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,380 △92,674

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,180 △1,650

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 320,077 56,594

現金及び現金同等物の期首残高 4,084,569 4,722,010

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,404,647 4,778,604



該当事項はありません。  

  

  

 【事業の種類別セグメント情報】  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

   事業区分は、各事業を統括する組織体制を考慮した経営管理上採用している区分によっております。  

２．事業区分の内容 

(1) 国内事業 

  「中古車査定仲介サービス」、「自動車保険仲介サービス」等、国内の自動車流通に関わる広告掲

載サービス及びそれらに付随して提供される「カービュー保証サービス」等に係る事業でありま

す。これらの広告掲載サービスは、主に車両情報や郵便番号等のユーザー情報に基づいて、広告

掲載をしている事業者情報等を表示するサービスであります。  

(2) 海外事業 

  「tradecarview.com」を広告媒体として提供される広告掲載サービス及び「tradecarview.com」を

利用した輸出手続等のコンサルティングサービス等に係る事業であります。なお、セグメント間

の内部振替高は、国内事業における広告掲載サービスに含まれて提供されている「トレードカー

ビュー車両掲載サービス」分であり、販売価格にて振り替えを行っております。 

(3) 広告事業 

  「carview.co.jp」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。な

お、セグメント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービ

ス」の利用者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に

決定し、その価格にて振り替えを行っております。 

(4) ＳＮＳ事業 

  「みんカラ」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。なお、セグ

メント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービス」の利用

者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に決定し、そ

の価格にて振り替えを行っております。 

  

３．「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりであります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
国内事業 
（千円） 

海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 740,890  124,606  104,024  90,678  1,060,200  －  1,060,200

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  18,100  62,484  1,082  81,666  △81,666  －

計  740,890  142,706  166,508  91,760  1,141,866  △81,666  1,060,200

営業利益又は 

営業損失（△）  
 134,453  41,061  91,900  △18,256  249,159  △81,142  168,016

  

 前第２四半期 

 連結会計期間 

 （千円）  

主な内容 

消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費用の額  
     81,142

当社の管理部門等の費用及び各セグメント共通の費用で

便益の程度が直接把握できない費用  



  

４．事業区分の変更 

 従来、事業の種類別セグメントの区分につきましては、提供される広告サービスの内容及び特性を考慮して「リ

スティング広告事業」及び「メディア広告事業」、それらの広告サービスに付随して提供されるサービスである

「コンサルティング事業」及び「その他の事業」の４区分としており、「リスティング広告事業」において提供し

ている「中古車査定仲介サービス」、「メディア広告事業」における「carview.co.jp」を広告媒体とした広告掲

載サービスを中核事業として展開してまいりました。 

 しかしながら、従来、「リスティング広告事業」に属していた「tradecarview.com」を広告媒体とした広告掲載

サービス、「メディア広告事業」に属していた「みんカラ」を広告媒体とした広告掲載サービスが、それぞれ、独

立したひとつの事業として成長しつつあり、また、これら２つの事業を加えた４つの事業を新たな中核事業として

位置づけ、さらなる成長を目指すべく、平成21年４月１日に、自立的な業務執行体制を確立することを目的に、各

事業を統括する部門として、「国内事業部」、「海外事業部」、「広告事業部」、「ＳＮＳ事業部」を設置する組

織変更を行いました。 

 この組織変更に伴い、事業の種類別セグメントの区分は、従来、「リスティング広告事業」の区分に属していた

「国内事業」と「海外事業」を分割し、「メディア広告事業」の区分に属していた「広告事業」と「ＳＮＳ事業」

を分割し、さらに、「コンサルティング事業」は「海外事業」に付随して行われていることから「海外事業」に含

め、「その他の事業」は「国内事業」に付随して行われていることから「国内事業」に含めることにより、新たに

設置された事業部を集計単位の基礎とする経営管理上採用しているセグメントの区分に変更しました。この経営管

理上採用しているセグメントの区分への変更により、前連結会計年度まで消去又は全社の把握が可能となり、さら

に、各事業の状況をより適切に反映するために、上記「２．事業区分の内容」に記載のとおり、当連結会計年度よ

り新たに内部振替制度を採用しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間の事業の種類別セグメント情報を当第２四半期連結会計期間の事業区分の方法

により区分した場合、以下のとおりになります。  

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

  
国内事業 
（千円） 

海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 807,563  151,477  96,023  26,159  1,081,223  －  1,081,223

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  16,550  70,258  950  87,759  △87,759  －

計  807,563  168,027  166,281  27,110  1,168,982  △87,759  1,081,223

営業利益又は 

営業損失（△）  
 82,559  74,448  54,321  △93,281  118,048  △93,432  24,615



前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

   事業区分は、各事業を統括する組織体制を考慮した経営管理上採用している区分によっております。 

２．事業区分の内容 

(1) 国内事業 

  「中古車査定仲介サービス」、「自動車保険仲介サービス」等、国内の自動車流通に関わる広告掲

載サービス及びそれらに付随して提供される「カービュー保証サービス」等に係る事業でありま

す。これらの広告掲載サービスは、主に車両情報や郵便番号等のユーザー情報に基づいて、広告

掲載をしている事業者情報等を表示するサービスであります。  

(2) 海外事業 

  「tradecarview.com」を広告媒体として提供される広告掲載サービス及び「tradecarview.com」を

利用した輸出手続等のコンサルティングサービス等に係る事業であります。なお、セグメント間

の内部振替高は、国内事業における広告掲載サービスに含まれて提供されている「トレードカー

ビュー車両掲載サービス」分であり、販売価格にて振り替えを行っております。 

(3) 広告事業 

  「carview.co.jp」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。な

お、セグメント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービ

ス」の利用者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に

決定し、その価格にて振り替えを行っております。 

(4) ＳＮＳ事業 

  「みんカラ」を広告媒体として提供される広告掲載サービス等に係る事業であります。なお、セグ

メント間の内部振替高は、国内事業において提供されている「中古車査定仲介サービス」の利用

者獲得のための広告掲載料であり、市場価格等を勘案した一般的な取引条件と同様に決定し、そ

の価格にて振り替えを行っております。 

  

３．「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりであります。 

  
国内事業 
（千円） 

海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 1,526,171  240,335  175,583  160,131  2,102,222  －  2,102,222

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  36,650  124,960  2,596  164,206  △164,206  －

計  1,526,171  276,985  300,543  162,728  2,266,429  △164,206  2,102,222

営業利益又は 

営業損失（△）  
 282,634  77,703  141,389  △46,791  454,935  △182,278  272,657

  

 前第２四半期 

 連結累計期間 

 （千円）  

主な内容 

消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費用の額  
     182,278

当社の管理部門等の費用及び各セグメント共通の費用で

便益の程度が直接把握できない費用  



４．事業区分の変更 

 従来、事業の種類別セグメントの区分につきましては、提供される広告サービスの内容及び特性を考慮して「リ

スティング広告事業」及び「メディア広告事業」、それらの広告サービスに付随して提供されるサービスである

「コンサルティング事業」及び「その他の事業」の４区分としており、「リスティング広告事業」において提供し

ている「中古車査定仲介サービス」、「メディア広告事業」における「carview.co.jp」を広告媒体とした広告掲

載サービスを中核事業として展開してまいりました。 

 しかしながら、従来、「リスティング広告事業」に属していた「tradecarview.com」を広告媒体とした広告掲載

サービス、「メディア広告事業」に属していた「みんカラ」を広告媒体とした広告掲載サービスが、それぞれ、独

立したひとつの事業として成長しつつあり、また、これら２つの事業を加えた４つの事業を新たな中核事業として

位置づけ、さらなる成長を目指すべく、平成21年４月１日に、自立的な業務執行体制を確立することを目的に、各

事業を統括する部門として、「国内事業部」、「海外事業部」、「広告事業部」、「ＳＮＳ事業部」を設置する組

織変更を行いました。 

 この組織変更に伴い、事業の種類別セグメントの区分は、従来、「リスティング広告事業」の区分に属していた

「国内事業」と「海外事業」を分割し、「メディア広告事業」の区分に属していた「広告事業」と「ＳＮＳ事業」

を分割し、さらに、「コンサルティング事業」は「海外事業」に付随して行われていることから「海外事業」に含

め、「その他の事業」は「国内事業」に付随して行われていることから「国内事業」に含めることにより、新たに

設置された事業部を集計単位の基礎とする経営管理上採用しているセグメントの区分に変更しました。この経営管

理上採用しているセグメントの区分への変更により、前連結会計年度まで消去又は全社の把握が可能となり、さら

に、各事業の状況をより適切に反映するために、上記「２．事業区分の内容」に記載のとおり、当連結会計年度よ

り新たに内部振替制度を採用しております。 

 なお、前第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報を当第２四半期連結累計期間の事業区分の方法

により区分した場合、以下のとおりになります。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）  

  

 【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 【海外売上高】 

前第２四半期連結会計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  
国内事業 
（千円） 

海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する 

  売上高 
 1,778,493  293,643  197,245  36,257  2,305,638  －  2,305,638

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高 
 －  32,400  140,839  1,647  174,887  △174,887  －

計  1,778,493  326,043  338,084  37,904  2,480,525  △174,887  2,305,638

営業利益又は 

営業損失（△）  
 272,223  144,919  121,695  △208,816  330,021  △212,859  117,161



 【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主たるサービスや広告媒体を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「国内事業」、

「海外事業」、「広告事業」、「ＳＮＳ事業」の４つを報告セグメントとしております。 

 「国内事業」は、国内の自動車流通に関わる広告掲載サービス及びそれらに付随して提供されるサービスに

係る事業であります。「海外事業」は、「tradecarview.com」を広告媒体として提供される広告掲載サービス

及び輸出手続き等のコンサルティングサービスに係る事業であります。「広告事業」は、「carview.co.jp」

を広告媒体として提供される広告掲載サービスに係る事業であります。「ＳＮＳ事業」は、「みんなのカーラ

イフ（みんカラ）」を広告媒体として提供される広告掲載サービスに係る事業であります。 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

  当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）  

  

報告セグメント 

合計 
（千円） 国内事業 

（千円） 
海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

売上高                              

(1) 外部顧客に対する 

 売上高 
1,477,536  474,063  165,085  294,764  2,411,450

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  32,700  32,079  2,267  67,047

計  1,477,536  506,763  197,165  297,032  2,478,498

セグメント利益  280,553  213,758  29,075  33,713  557,101

  

報告セグメント 

合計 
（千円） 国内事業 

（千円） 
海外事業 
（千円） 

広告事業 
（千円） 

SNS事業 
（千円） 

売上高                              

(1) 外部顧客に対する 

 売上高 
721,875  264,868  93,421  148,359  1,228,524

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  16,100  15,402  1,047  32,549

計  721,875  280,968  108,824  149,406  1,261,074

セグメント利益  132,594  126,251  27,765  89  286,701



３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

  

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

 当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

利益 金額 

報告セグメント計（千円）  557,101

全社費用（注）（千円）  △221,765

四半期連結損益計算書の営業利益  335,335

利益 金額 

報告セグメント計（千円）  286,701

全社費用（注）（千円）  △106,661

四半期連結損益計算書の営業利益  180,039

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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